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明
日
に
向
か

っ
て
/


こ
と
し
も


あ
と
わ
ず
か


い
よ
い
よ
こ
と
し
も
最
後
の
月
、
十
二
月
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
師
走
、
極
月
な
ど
と
い
う
名
称
と
商
庖
街

の
歳
末
気
分
が
、
わ
た
し
た
ち
の
あ
わ
た
だ
し
き
に
輪

を
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

新
し
い
年
一
九
七
四
年
は
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て

い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
と
し
一
年
、
ほ
ん
と
う
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
町
政
へ
の
大
き
な
ご
協
力
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

明
日
を
よ
り
明
る
く
豊
か
に
す
る
た
め
、
と
も
に
力

い
っ
ぱ
い
生
き
、
最
後
の
し
め
く
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

-町民体育祭盛大に開催… 3


-畜産共進会開催される… 5


2 
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入
、事

新
教
育
長
に

桜
木
前
産
業
課
長

i受ず
学も
非教
オ育
で長 唱

まようでレのは
すう御あたあ

、指りめり
よ導ま�  1 ま
ろ、す誠す

f壬こ
命の
きた
れび
ま、

しは;� 
fニカ、

動
が十�  

.次ー
め月

‘ と� lー

お臼

り イす
(発で

メ"-、
寸す

~き言果

内れ長
はま級
|日 しグ〉
任た異�  

。ら¥『戸

就
任
あ
い
さ
る
「f 

r~." 一
0し f飼J 'L、カて ;，;:弘F 

く鞭今誠
お撞後意郷
願 ・く・と努ゴ二� J7 
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①

早
自
に
イ
/
フ
ル
エ
/

ザ
の
予
防
被
椛
を
受
け
て

お
く
こ
と
。
年
ご
と
に
ウ

イ
ル
ス
の
烈
い
か
少
し
ず
つ

変
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
予
防
終
判
を
し
た

か
句
と
い
っ
て
市
川
千
心
は
で

き
弘
い
が
、
効
取
は
期
待

で
き
る
。

③
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
と

き
に
、

ハ
ン
カ
チ
や
手
ぬ

ぐ
い
を
あ
て

、
口
を
お
お 

7
こ
と
。
感
染
を
，
尼
金
に

ン
ヤ
ゾ
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ

は
エ
チ
ケ
ソ
ト
と
し
て
も

必
要
。

④
カ
ゼ
丹
治
山
市
と
川

じ
く
、
女
肱
卵
、
保
弘
、

栄
長
打 

-Mm
川
が
蚊

大
の
ヶ
特
効
薬
'
。

川
端
ゃ
筋
肉
痛
が
激

し
い
場
介
ほ
、
ア
ヲ
ヘ

ヒ
リ

/
が
有
効
五
場

介
も
あ
る
s

会句 一 一=::z:== z員暴勝浦町
、会会吾l ム

町さーの 自我� Z玄
政れ十 ===-~===---=
に る ー二

十
二
月
定
例
会

十
二
月
下
旬
に
開
会
予
定

対予月
す定定
るで{列
ー す会
時lt 。は
質定
間例下

が
行
わ
れ
ま
す
。
町
議
会
は
、
議
長

の
許
可
を
得
て
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

月券
教浦
育町
長教

育
桜委
木貝
韓会
夫，

F

J 

横
瀬
保
育
所
の
増
改
築
が

す
す
ん
で
い
ま
す

増
改
築
さ
れ
る
そ
の
概
略
を
申
し

上
げ
ま
す
と
、
現
在
の
遊
ぎ
歪
を
そ

へ
教
育
委
員
会 

の
ま
ま
の
形
で
、
保
育
室
の
西
側
に

社
会
教
育
課
長
」

移
転
接
続
し
、
内
部
を
保
育
室
と
職

員
室
に
改
装
整
備
し
、
現
在
の
遊
ぎ

室
の
西
側
に
は
、
お
お
む
ね
倍
に
近

税
務
保
険
課
長
竹
田
貞
美

へ
教
育
委
員
会 
J

/
教
育
次
長
」

同
和
対
策
課
長
伊
丹
県
市

い
面
積
の
新
し
い
遊
ぎ
豆
が
建
築
さ

れ
ま
す
。
こ
の
増
改
築
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
狭
か
っ
た
屋
外
運
動
場
お
よ

び
遊
き
筆
が
広
げ
ら
れ
、
保
育
さ
れ

る
児
童
の
の
び
の
び
し
た
姿
が
楽
し

み
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
建
物
の
配
置
の
概
略
に
つ

産

業

課

長

野

口

一

美

へ農
業
委
員
会 
J 

建

設

課

長

山

海

公

雄

ヘ
教
育
委
員
会 
J 

教

育

委

員

会

教

育

長

教

育

委

員

会

社
会
教
育
課
長

農

業

委

員

会

事

務

局

長

い
て
は
、
次
の
図
表
に
一示
す
と
お
り

で

す

。

住

民

福

祉

課

育

長

」

桜
木
義
夫

(
産
業
課
長
)

橋
本
崇
亘

(
建
設
課
長
)

美
馬
利
巳

(
同
和
対
策
課
長
)
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これだけは知っておきたいインフルエンザの予防と治療

MUS04
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勝浦町議会十二月定例会
十二月下旬に開会予定
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町民体育祭
ご協力 ありがとうございました。� 

11月 3日(文化の日 )行われた町民体育祭は、みなさ

んのと協力で楽しい一日となりました。

今回は、従来の地区別対抗得点種目をなくして、自由

参加を多くとりいれ、全町民が楽しく一日 を過ごそうと

いう乙乙ろみで開催しましたと乙ろ、みとよさんが楽しく 、

気楽に参加していただき盛大のうちに終了で きました乙

と、深く感謝しております。今後町民のみなさんの楽し

い憩のー・白となるようにしたいと思いますので、 なおい

っそうのご協力をお願いいたします。� 

乙の場において、表彰状および感謝状

の俊与が行われました。

*ヨーイ ドンかきあ、みんながんばって/

小学生� (女子� )

のリレー(元気な保育園児の徒競走)

晴
れ
の
表
彰
者

(敬
称
略

付
表
彰
状

・
優
良
納
税
地
区

久
国
区 

口
感
謝
状 

-
自
治
功
労
、
永
年
勤
続
区
長

前
中
山
区
長

前
勝
浦
町
区
長
会
会
長

荒

川

良

和

-
産
業
振
興
功
労
者

今
山
地
区
産
業
振
興
委
員

藤
木
蜜
太
郎 

-
交
通
安
全
功
労
者

交

通

安

全

指

導

員

岡

貞

夫

橋

本

茂

雄

日
伝
逮

・
献
血
に
か
か
る
感
謝
状

十
回
以
上
献
血
者
美
馬
利
己

五
回
以
上
献
血
者
大
岡
圭
之
進

東

山

正

五

平

山

鎚

日

下

裕

道

早

川

勝

次
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公給領収証を
l国民年金法の改正 l(2) E欄	 受け取りましょう

前回K引き続き、国民年金法の 保険料の特例納付� 

一部改正についてお知らせします
すでに、徴収する権利が時効に

す。(昭和49年� 1月実施l
より消滅した(納期限から� 2年 を

経過した)保険料について、� 1ヵ月

主F三盆主審頁σコ弓lき」二tt' につき� 900円を昭和�  50年� 12 

月� 2 6日(同日以前に� 6 5識 に 達
別表のとおりです。

する人は、� 65歳に逮する臼の前

2 保険 料の改正�  日)までに納付することができる。

O

税
率
は
、
そ
れ
ら
の
料
金
の
一 

パ

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
を
迎
え
、
忘

年
会
、
新
年
宴
会
な
ど
宴
会
や
飲
食

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が、

こ
れ
ら
の
場
合
は
、
そ
の
料
金
に
対

し
て
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
か
か
り

ま
す
。料

理
飲
食
等
消
費
税
と
は
、
料
理

屈
、
パ 
l
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅
館
、

飲
食
庖
な
ど
で
遊
興
、
飲
食
、
宿
泊

な
ど
を
し
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で

種� 5JIJ 現行 改正

定額保険料 月5額50円 月90額0円� 

5年年金保険料 月7額50円 月9額00円

附。万得加比例保保険険料料) 
月額
350円� 

月額� 
400円� 

4 老 令特別給付金の支 給 �  

明治�  3 7年� 1月� 2日から明治� 3 

9年� 4月� 1日までの関K生れた者

1

セ
ン
ト
で
す
。

乙
の
税
金
は
、
み
な
さ
ん
が
お
勘

定
の
と
き
料
金
と
あ
わ
せ
て
業
者
に

支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
業
者
は
と
れ

と
引
き
替
え
に
、
県
が
交
付
す
る
用

紙
で
、
料
金
、
サ
ー
ビ
ス
料
、
税
金

の
明
細
な
ど
を
書
い
た
「
公
給
領
収

証
」
を
お
渡
し
す
る 
ζ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

お
勘
定
の
際
に
は
、
必
ず
公
給
領

収
証
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

正� 

\~ 
に、年舘�  48，� 000円(月額�  4，� 

000円 ) 戸支給する。(併給

制限、所得制限などについては、

すでに、昭和49年� 1月分以降の 老令福祉年金と同様の基準で取り

保険料を前納されている方は、各 扱われるものである0)

月につき差額保険料を納付してい 該当者応ついては、後日通知い

ただくことになります。 た� lユます。

別表

改現	 行項 自

老令年金�  

10年年金等期間

短縮による年金� 

4与� 

5 年年金

障害年金

母子可' 金

準母 子年 金

寡婦年金

， 自

死・亡一時金

F4疋 額� (320円×保険料納付月数)

+ (320円×保険料免除月数×告)� 

所得比例� 180円×所得比例保険料納付済月数

老令年金の定額分の額IL，次の算式の額を加算する

定額のみ� 120円X (300月一加入月数)

保険料納付済月数+免除月数×占

・-

× 加入月数

(10年年金完納者定額分計算例)� 

(320円� X120月)� + 120円� X(300月一120)J) 

×鴇=肌∞0円(月額� 5，000円)

年金額�  30，000円(月額2，500円) 年金額 	  96，000円(月額� 8，000円)

最低保障額� 2級� 105，600円(月額� 8，800円)

1級� 132，000円(月額11，000円)� 

年金額�  100，800円(月額8，400円)

加算対象者� 1人につき4，800円(月組400円)加算

失が受けるべきであった老令年金(定額分)のを

(例) 10年納付の場合

320円><;120月=38，400円X+=  19，200円� 

(月額 1，600円)

保険料納付済期間� 3年以上10年未満� 10，000円
11 10年以上15年未満� 14，000円

ただし，老令，通算老令，障害，母子又は準母子

年金の受給権者又は受給権者であった� ζ とがある者

、。Lの限りでなζが死亡したときは，� 

一一� 一一一一ι

定 額� (800円×保険料納付済月数)

+ (800円×保険料免除月数×告)

附加年金� 200円×附加保険料納付済月数

老令年金の定額分の額IL，次の算式の額を加算する

定額のみ� 300円X (300月一加入月数)� 

×保険料納付済月数+免除月数×す

加入月数�  

(10年年金完納者定額分計算例)� 

(800円XI20月)+300円X(3∞月� 120月)

出昔=150，ωo円(月額以� 500円)� 

最低保障額	 2級� 240，000円(月額20，∞o円)� 

1級� 300，000円(月額25，∞o円)

年金額� 240，000円(月額20，000円)

加算人対象者の人うち� I人ICっき� 9，600額円� 0(月� 800円)0円額)� 
2 目から� 1AICっき4，800円(月� 4 加算

夫が受けるべきであった老令年金(定額分)のす

(例) lC年納付の場合� 

800円X120月=96，000円×す=48，000円

(月額4，000円)

保険料納付済期間� 3年以上15年未満� 17，000円� 

ただし，年令，通算老令，障害，母子又は準母子

年金の支給を受けた� ζ とがある者が死亡したときは

ζの限りでない。
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公
平
な
課
税
に
ご
協
力
を


事
業
主
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
一

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー

税
は
公
平
に
課
税
さ
れ
て
い
な
け

i

れ
ば
な
ら
な
い 

i
と
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
負
担
公
平
の
原
則
か
ら
そ
う

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
各
人
の
所
得
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
年
み
か
ん
の
不
況
に
よ
り
、
町

A
V

A
V

民
の
多
く
の
方
が
工
場
な
ど
民
間
企

業
で
働
き
、

山
圏
外
所
得
に
よ

っ
て
生

活
し
て
い

る
方
が
年
ご
と
に
増
加
し

て
い
る
現
状
で
す
。
え
」
の
人
た
ち
に

支
払
っ
た
昭
和
四
十
八
年
分
の
賃
金

給
料
、
賞
与
な
ど
は
、
雇
主
が
来
年

の
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
税
務
署
長

ま
た
は
町
長
に
「
給
与
支
払
報
告

書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
給
与
支
払
報
告
轡
」
の
提
出
は
、

税
法
で
常
時
二
人
以
上
使
用
し
て
い

る
麗
主
に
対
し
、
提
出
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
雇
主
に
し
て
み

れ
ば
「
給
与
の
支
払
報
告
を
す
れ
ば

働
き
に
き
て
く
れ
る
人
が
少
く
な

る
。
」
と
か
、
ま
た
、
雇
わ
れ
て
い

肉
用
牛
肥
育
振
興
協
会
長
賞

る
方
は
「
そ
ん
な
乙
と
さ
れ
た
ら
税

金
が
高
く
な
る
。
」
と
心
配
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
正
し
く
あ
り

の
ま
ま
報
告
し
て
い
た
だ
く
と
税
法

で
所
得
控
除
を
す
る
乙
と
に
な
っ
て

経
済
連
会
長
賞

c-¥

三
万
円
以
上
は
お
医
者
代
が
タ
ダ
グ

ー
高
額
療
養
費
の
実
態
|

の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
国
保

に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
九
月
三

十
日
ま
で
経
過
的
任
意
給
付
と
し
て

実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
周
年
十

月
一
日
か
ら
は
、
す
べ
て
の
市
町
村

〔
問
〕
十
月
か
ら
、

三
万
円
以
上
の
者
(
社
会
保
険
)
や
被
保
険
者
(
国
が
法
定
給
付
の
実
施
畿
務
が
課
せ
ら

い
ま
す
の
で
、
か
え
っ
て
納
税
者
が
お
医
者
代
が
タ
ダ
に
な
る
と
き
き
ま
民
健
康
保
険
)
が
重
病
な
ど
で
ど
ん
れ
ま
す
。

有

利

に

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

れ

が

し

た

が

:
・:
:
:

な
に
カ
ネ
が
か
か
ろ
う
と
、
三
万
円
本
町
の
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て

「
公
平
な
課
税
」
「
納
得
し
た
納
税
〔
窓
口
〕

三
万
円
以
上
は
タ
ダ 

の
自
己
負
担
分
だ
け
用
意
す
れ
ば
、
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
か
ら
、
乙

税
」
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
鉱
当
今
回
成
立
を
み
た
健
康
保
険
法
の
あ
と
は
(
三
万
円
を
こ
え
る
分
は
)
の
制
度
が
実
施
で
き
る
よ
う
現
在
国

H

さ
れ
る
方
は
給
与
支
払
報
告
書
の
抗
目
玉
の
一
つ
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
一
切
保
険
が
み
て
く
れ
る
ー
と
い
う
へ
申
請
し
て
い
ま
す
の
で
、
決
定
次

川
を
お
忘
れ
な
く
、
ぜ
ひ
と
協
力
を
険
に
も
関
係
し
て
い
る
の
が
高

額

医

わ

け

で

す
が
、
十
月
一
日
か
ら
は
、
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お

願

い

し

ま

す

。

税

務

保

険

課

療

費

制

度

で

す

。

こ

れ

は

、

被

扶

養

社

会

保

険

の

家

族

の

か

た

に

は

、

乙

税

務

保

険

課

国

保

係

畜

産

共

進

会

l

一
位
米
沢
正
晴
(
久
園
)
料
果
実
の
価
格
が
著
し
く
低
落
し
た

産

業

課

加
工
原
料
用
果
実
価
格

安
定
対
策
事
業
実
施

審 査 中 の み ご と な 牛 〈 橋 本 秀雄氏宅で)

一
位

嬬

他

市

(

久

国

)

原

料

用

果

実

(

缶

詰

、

果

汁

)

の

供

雑

種

の

部

給

の

円

滑

化

を

図

る

た

め

、

加

工

原

開

催

さ

れ

る

二

十

七

頭

出

品

繁

殖

牛

の

部

場

合

に

生

産

者

に

対

し

、

生

産

者

補

一
位
藤
野
貞
雄
(
三
渓
)
給
金
を
交
付
し
、
果
実
加
工
業
に
対

乳

用

牛

の

部

す

る

原

料

供

給

と

果

樹

農

業

者

の

経

去
る
十
月
三
十
日
勝
浦
町
、
勝
浦

町
畜
産
組
合
共
催
に
よ
る
昭
和
四
十

八
年
度
勝
浦
町
資
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
共
進
会
で
は
、

二
十
七
頭
の

出
口
聞
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
方
が
入
賞

し
、
町
民
体
育
祭
の
場
に
お
い
て
賞

状
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

一
位
増
井
正
(
生
名
)
営
の
安
定
を
図
る
乙
と
が
趣
旨
で
す
。

。
知
事
賞

(
和
牛
)
福
本
秀
雄
(
生
名
)

(
和
牛
)
只
平
悦
三
(
星
谷
)

(
和
牛
)
播
健
一
(
¥
国
)

(
和
牛
)
藤
野
貞
雄
(
三
渓
)

。
畜
産
会
会
長
賞

。
共
済
連
会
長
質

(
和
牛
)
山
本
難
(
生
名
)

(
繁
殖
牛
)
藤
野
貞
雄
(
三
渓
)

(
和
牛
)

。
町
長
賞
(
部
門
別
)

昨
年
の
み
か
ん
価
格
暴
落
を
契
機

と
し
て
、
九
月
一
八
日
「
社
団
法
人

徳
島
県
加
工
原
料
用
果
実
価
格
安
定

基
金
協
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

基
金
協
会
に
は
、
本
町
も
加
入

し
、
出
資
金
七 

万
円
を
出
資
す
る

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
工
原
料
用
価
格
安
定
対
策
事
業

は
、
果
実
加
工
需
要
の
拡
大
と
加
工

生
産
者
補
給
金
の
交
付

取
引
価
格
が
(
缶
詰
原
料
三
十
二

円
ト
銭
、
果
汁
原
料
二
十
九
円
四

卜
銭
)
を
下
ま
わ
っ
た
場
合
、
そ
の

差
額
の
八
ト
%
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
元
資
が
定
額
で
す
の
で

(
缶
詰
原
料
二
十
五
円
五
銭
、
果
汁

原
料
二
十
二
円
九
十
九
銭
)
以
下
に

な
れ
ば
(
缶
詰
原
料
勾
当
り
五
円
六

十
四
銭
、
果
汁
原
料
同
当
り
五
円
卜

三
銭
)
の
最
高
舗
が
交
付
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
以
下
に
安
く
な
っ
て
も
増

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
雑
種
)
米
沢
正
晴
(
生
名
)

山
口
秀
夫
(
坂
本
)

(
和
牛
)
溝
田
義
嗣
(
三
渓
一 

和
牛
の
部

産

業

言架
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九
-

ζ

う
あ

岡田八目

心
の
か
よ
う
道

勝
浦
町
婦
人
会
会
長

中

西

チ

ス
、
ミ

つ
い
先
日
、
古
い
書
類
を
整
理
し

々
の
心
が
わ
か
る
よ
う
で
、
現
在
と

比
較
し
て
感
無
量
で
し
た
。

そ
し
て
、

今
は
、
傍
示
に
ダ
ム
が

建
設
さ
れ
つ
つ
あ
っ
て
、
乙
の
道
も

面
白
一
新
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
:
:
:

:
日
進
月
歩
の
現
任
、
こ
の
道
の
果

た
す
役
割
は
非
常
に
大
急
い
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
は
、
今
の
社
会


で
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
、
又
必
要


な
乙
と
、
人
々
が
忘
れ
か
け
て
い
る


こ
と
、
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ら
友
性


に
出
来
る
乙
と
は
、
人
の
心
と
心
ぞ


日
開
ぶ
「
み
ら
」
だ
と
思
い
ま
す
。
個


人
と
個
人
が
、
愛
情
と
信
頼
で
結
ぼ


れ
た
ら
、
親
と
子
、
隣
り
組
、
お
互C


い
同
忘
が
結
ぼ
れ
た
ら
:
:
¥
現
在


の
社
会
問
題
で
あ
る
老
人
問
題
、
行

H


少
年
問
題
は
ど
が
、
な
く
な
る
の
で

l


は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
又
今
の
社
会


で
、
女
性
が
働
く
事
は
欠
く
乙
」
の


出
来
な
い
要
素
か
も
知
れ
ま
せ
ん


が
、
働
く
事
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
う


事
を
考
え
た
り
、
心
を
か
よ
わ
す
機


会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な


い
で
し
ょ
う
か
。


わ
た
し
は
、
皆
様
の
ご
協
力
と 

明 

支
媛
に
よ
り
ま
し
て
、
州
人
会
の
お

下
官

世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、 

り
た
い
と
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

新
勝
浦
祭
大
成
功
の
う
ち
に
終
了

わ
た
し
は
今
、
っ
ち
音
高
く
ひ
び

い
て
い
る
勝
浦
町
の
道
に
も
、
ま
し

て
わ
た
し
た
ら
の
心
と
心
が
交
う

「
み
ら
」
の
大
切
な
乙
と
を
感
じ
ま
す
。

絹
張
り
の
や
わ
ら
か
い
手
ぎ
わ
り

の
す
る
功
績
状
:
:
・
、
お
互
い
の
心

が
か
よ
っ
た
昔
を
な
つ
か
し
ん
で
い

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

去
る
十
一
月
八
日
徳
島
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
徳
島
県
社
会
保
険
、
年
金

の
つ
ど
い
が
あ
り
、
勝
浦
町
田
赤
お

仕
団
が
社
会
保
険
長
官
表
彰
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。
乙
れ
は
、
町
民
の

皆
様
、
婦
人
会
会
員
の
皆
様
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
、
と
協
力
と
と
支
媛

の
た
ま
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様

方
と
受
賞
の
よ
ろ
こ
び
を
分
か
ち
あ

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
顕
い
い
た
し
ま
す
。

校HEF
い
、

公
お

八
ヶ
岳
中
央
農
場

去
る
十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日

に
開
催
し
ま
し
た
新
勝
浦
祭
は
、
勝

浦
町
内
の
多
数
の
人
々
の
ご
協
力
と

と
援
助
に
よ
り
ま
し
て
、
大
成
功
の

う
ち
に
終
了
で
き
ま
し
た
乙
と
、
深

し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

受
付
風
景

生
徒
は
、
各
分
野
に
わ
か
れ
て
、

各
人
が
い
以
任
を
も
っ
て
栽
山
唱
し
、
飼

脊
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、

畜
産
関
係
は
、
議
豚
、
酪
農
、
養
鶏

肥
育
牛
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
か
の
部
門
に
属
し
、
年
間
実
習
を

通
じ
学
習
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
技
術
の
向
上
に
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

募
集
要
領
な
ど
に
つ
い
て
は
、
段

業
技
術
セ
ン
タ
ー
へ
照
会
し
て
く
だ

いっ

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

入
校
生
募
集

h
F
U

日

μ
肘
川
開
諏
訪
問
州
原
村
に
あ

る
八
ヶ
岳
中
央
炭
業
実
践
大

'M
曲
冒一口

学
校
が
入
校
生
を
募
集
し
て

A

J

8

M
J

い
ま
す
。

二一
が
あ
り
研
修
科
目
は
、

野
菜
、
水
稲
、
温
宅
図
芸
、

世
間
産
関
係
な
ど
広
い
分
明
に

、司，ノ

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

一
般

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
と
、
お
じ
い
さ
ん
の
和
占

さ
ん
が
、
棚
野
村
長
を
し
て
い
た

頃
、
上
勝
町
の
福
原
ま
で
の
道
が
出

来
、
そ
の
時
に
い
た
だ
い
た
功
績
状

が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

「
勝
浦
郡
之
皇
道
長
十
有
余
里
棚

野
村
以
東
明
治
十
九
年
略
改
修
至
通

車
馬
山
其
以
西
僅
修
而
巴
行
歩
猶
錐

:
・
福
原
村
外
一一
村
土
木
組
合
明

治
四
十
年
七
月
組
合
遂
成
・
・・・・
・回
額

数
十
万
円
・
・
・
・・・
大
正
五
年
三
月
竣
事

-
又
上
木
組
合
熟
慮
審
議
制
論
タ

議
異
論
百
出
其
予
算
会
諮
問
也
域
暴

行
阻
茶
事
人
心
騒
然
」 
:
:
:
ζ
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
勝
浦
町
か
ら
上
勝
町
福
原

ま
で
の
道
が
悪
く
、
明
治
四
十
年
に

三
か
町
村
が
土
木
組
合
を
つ
く
っ
て

貸
用
数
十
万
を
投
じ
、
大
正
五
年

三
月
比
出
来
上
っ
た
乙
と
が
省
か
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
組
合
遂
成
の

遂
、
巨
額
数
十
万
円
、
人
心
騒
然
、

こ
う
い
う 
ζ

と
ば
の
中
に
当
時
の
人

勝
浦
町
青
年
会

わ
た
し
た
ら
青
年
会
は
、
現
代
社

会
の
欠
陥
が
、
う
す
っ
ぺ
ら
は
広
が

り
の
な
い
社
会
、
そ
の
中
の
人
間
関

係
に
問
題
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
打

破
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
、
新

勝
浦
鉱
閉
を
計
画
し
ま
し
た
。
失
わ
れ

ゆ
く
秋
祭
り
、
現
代
の
勝
浦
を
再
認

識
す
る
恵
味
で
の
案
内
コ
ー
ナ
ー
、

楽
し
か
っ
た
芸
能
大
会
な
ど
、
し
か

し
、
乙
ん
な
も
の
で
は
欠
陥
の
修
理

を
一
歩
も
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
た
し

た
ら
背
年
が
社
会
へ
の
不
満
を
こ
う

し
た
実
践
の
中
で
、
ほ
ん
の
わ
ず
か

の
紳
を
つ
か
み
た
か
っ
た
の
で
す
。

木
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
額
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
数
の
皆

隊
、
ま
た
、
会
社
、
商
広
お
よ
び
各

種
団
体
の
方
々
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

云
能
大
会
(
婦
人
会
お
ど
り

副司
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電
報
電
話
局
長
杯
で

.

棚
野
チ
�
 ム
優
勝

i

a

勝
浦
町
体
育
協
会
主

催
の
電
報
電
話
局
長
杯

野
球
大
会
が
十
一
月
十
一
日
に
勝
浦

中
学
校
及
び
園
芸
高
校
の
両
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
-
し
た
。

町
内
各
地
区
、
各
種
団
体
十
一
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
各
チ

1
ム
そ
れ
ぞ

れ
も
ち
あ
じ
を
生
か
し
、
熱
戦
を
く

り
ひ
ろ
げ
、
盛
大
に
終
了
し
ま
し
た
。

※
優
勝
戦
は

7
回
終

7
後
日
没
の
た
め

抽
選
に
よ
り
決
定
。
�
 

-

自
動
車
、
オ

ー
ト
バ
イ
、
自

転
車
の
盗
難
や
車
上
ね
ら
い
が

増
え
る
の
で
、
と
く
に
夜
聞
に

お
け
る
自
動
車
等
の
保
管
に
は

十
分
注
意
し
、
路
上
駐
車
や
路

上
放
置
を
し
な
い
。

-

金
融
機
関
の
利
用
者
が
被
脅

に
あ
う
事
例
が
多
い
の
で
、
現

金
の
持
ち
運
び
に
は
十
分
注
意

す
る
。

十
二
月
は
、

一
年
の
総
締
め
く
く

り
の
月
で
す
。
お
正
月
を
目
前
に
し

て
、
あ
る
い
は
、
新
年
早
々
か
ら
暗

-

検

査
を
受
け
る
と
き
は
、
次
の

い
出
来
事
に
ま
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

も
の
が
必
要
で
す
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

-

現

在
ナ
ン
バ
ー
を
付
け
て
使

生
比
奈
駐
在
所
桜
木
巡
査

用
し
て
い
る
車

新
規
検
査
申
請
書

軽
自
動
車
の
検
査
を

軽
自
動
車
届
出
済
証

十
月
一
日
か
ら
実
施

。

自
動
車
損
審
賠
償
責
任
保

昭
和
四
十
八
年
十
月
一
白
か
ら
経

険
証
明
書
(
保
険
期
聞
が
二

年
を
乙
え
る
も
の
(

自
動
車
の
検
査
が
始
ま
り
ま
し
た

0

。

印
鑑
�
 

O O

.
軽
自
動
車
は
、
礎
自
動
車
検
査

協
会
が
行
う
検
査
を
受
け
て
、
検

検

査

手

数

料

六

百

円

O

査
証
守
備
え
、
検
査
標
章
(
ス
テ

(
民
間
車
検
を
受
け
た
場
合
は

四
百
円
)
�
 

優
勝
、
準
優
勝
チ
�
 
l

シ
カ
�
 l
)

を
は
ら
必
い
と
使
用
す

ム
は
次
の
と

l l
ムム

る
と
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
�
 

保
安
基
準
適
合
証
(
民
間

現
在
ナ
ン
バ

ー
を
付
け
て
使
つ

車
検
を
受
け
た
場
合
)

て
い
る
軽
自
動
車
は
、
届
出
年
月

-

乙

れ

か

ら
新
し
く
ナ
ン
バ
ー

日
に
よ
り
、
決
め
ら
れ
て
い
る
期

を
付
け
て
使
用
す
る
車

限
ま
で
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

新
規
検
査
申
請
書
�
 

O O

お
り
で
す
。

優

勝

棚

野

チ

準

優

勝

中

角

チ

�

 

!
!
!
!
i
i
!
!
'
 

-

年
末
・
年
始
の
防
犯

戸
締
ま
り
に
注
意
を

使
用
者
で
あ
る
こ
と
を
旺

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
暮
れ
は
、
例

明
す
る
譲
渡
証
明
答
等

年
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
や
事
故
が
目
立

使
用
者
の
住
所
を
証
明
す

っ
て
増
加
し
ま
す
。

る
住
民
票
等
�
 

年
末
年
始
は
、
買
い
物
な
ど
で
外

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保

出
す
る
機
会
が
多
く
、
家
を
留
守
に

険
証
明
欝

し
が
ち
な
の
で
、
あ
き
す
な
ど
の
被

。

重
量
税
納
付
書
(
新
車
は

害
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

七
千
五
百
円
。
中
古
車
は
、

そ
ζ

で
外
出
す
る
と
き
や
家
を
留

非
課
税
証
明
轡
)

守
に
す
る
と
き
は
、
次
の
点
に
よ
く

。

印
紙

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

。

検

査

手

数

料

六

百

円

O O O

優
勝
チ
�
 
l
ム
に
は
優
勝
カ
�
 
γ
プ、

表
彰
状
及
び
金
一
封
が
、
準
優
勝
チ

ー
ム
に
は
、
表
彰
状
及
び
金
一
封
が

篭
報
電
話
局
長
山
本
兼
義
氏
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

軽自動車検査月指定表

(昭和47年 12月21日 政令第438号による}

届出年月日 権査円

昭和  48年 10月昭和41年 12月31日以前
昭和  48年 11月昭和42年 1月 1日から昭和42年 12月31固まで

昭和  48年 12月

昭和  4499年 1月 

昭和43年 1月 1日から昭和43年 7月31日まで

日まで31月12年43日から昭和1 月月81年年4434昭昭和和 
昭和年  2月1日から昭和44年 4月30日まで

昭和  49年 3月昭和制年  5月 1日から昭和44年 8月31日まで

昭和  49年 4月昭和“年  9月 1白から昭和44年 12月31日まで

(
型
式
指
定
の
新
車
は
、
四
百

昭和  49年 5月昭和45年 1月 1白から昭和45年 3月31日まで

昭和  49年 s月昭和45年 4月 1日から昭和45年 6月初日まで

円
)
�
 

昭和初年  7月昭和45年 7月 1日から昭和45年 9月初日まで

昭和  49年 8月昭和45年 10月 1日から昭和45年 12月31固まで

昭和  49年 9月昭和46年 1月 1日から昭和46年 3月31日まで

昭和  49年 10月昭和信年  4月 1日から昭和46年 6月30日まで

昭和  49年 11月昭和46年 7月 1日から昭和46年 9月30固まで

昭和  49年1Ll!

昭伺46年 12月 1日から昭和47年 2月29固まで

昭和46'手1日月 1日から昭和46年 11月30日圭で

昭和  50年 1月

昭和  50年 2月昭和47年 3月 1日から昭和47年 4月30日まで

昭和  50年 3月昭和47年 5月 1日から昭和47年 7月31自主で

昭和  5日年  4月昭和47年 8月 1日から昭和47年 10月31日まで

昭和  50年 5月昭和47年 11月 1白から昭和総年 1月31日まで

昭和  50年 6月昭和総年  2月 1日から昭和総年 4月 30日まで

昭和  50年 7月昭和総年  5月 1日から昭和48年 6月30日まで

昭和  50年 8月

昭和48年 g月 1日から昭和48年 g月初日まで

昭和48年 7月 1日から昭和48年 8月31固まで

昭和  50年 9月

-
た
と
え
わ
ず
か
な
時
間
で
も

必
ず
「
カ
ギ
」
を
か
け
る
。

-
現
金
は
、
な
る
べ
く
置
か
な

い
よ
う
に
し
、
預
金
通
帳
類
と

印
鑑
は
別
々
に
保
管
す
る
。
�
 

O

完
成
検
査
終
了
川
(
型
式

指
定
の
新
車
)

横
瀬
駐
在
所
村
田
部
長

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
体協だより



昭和48年12月 l日 iJ込 ザコ つ ら	 第42号 (8) 

進をはかるため尿素 100倍� 

(1 0 リットノレ当り� 100グ

ラ ム ) か 、液肥 300倍液を

混用するとよい。落葉予防に

』立、� 2・4Diミン nfc20PPM  
(100リソトル当リ� 4 ミリリ

ヴト/レ)を J児用するとよい。

※近年ヤノネ カイガラ虫の散在

している園が多く、また、 夏 期

ダニ類防除に手 舎 や い て い る 簡

が 相 当 あ り ますので、乙の期の

防除はぜひ実 行してください。�  

3	 防寒

・季節風の強 い 圏 で は 、 コ モ や

防風綱で防 寒 す る 。 積 雪 が あ

ゥ て も 枝 折れ被害を少なくす

るため、細い枝にしばり付け

るのがよい。幼木などで和次

郎式I応策を 行 う と き は 円 す い

形(とんがり帽子形)に行う

のがよい。

・気慌の停滞する闘地では、株

元被覆を行L、防風垣のすそ刈

り毎fラう。
・乾燥が続くときは、落葉巻助

長させるのでかん水をする。

落事虞集制

植え付け

梅、柿、梨、桃等の縞え付け

を急いでくださし、。箱穴には

苦 土石灰、リ ンサン肥料等を

投入し、土とよく混ぜ合わせ

て湖植えはならとよいよう植え

付けること。

2 	 整枝、せん 定

溶葉果樹は、常緑果樹より更

に細密なせん定が必要て'ある

ので、各種類ごとの結果習生

も
厳
し
く
な
り
、
火
災
の
発
生
原
因

と
な
る
た
き
火
な
ど
を
す
る
機
会
が

多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

全
国
の
火
災
の
出
火
原
因
を
み
る

と
、
最
も
多
い
の
が
タ
バ
コ
の
火
の

不
始
末
で
、
二
番
目
が
た
き
火
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
三
番
目
に
多
い
の

防
ご
う


火
災
を


こ
れ
か
ら
は
、
だ
ん
だ
ん
と
寒
さ

が
子
供
の
火
遊
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

り
し
て
い
ま
せ
ん
か

毎
年
、
乙
の
時
期
に
消
防
団
で
は
、

@
防
火
の
心
構
え

一
大
運
動
と
し
て
、
火
災
予
防
の
年

出
る
と
き
寝
る
と
き
、
火
の
元
を

末
特
別
警
戒
に
当
た
っ
て
い
ま
す

た
し
か
め
て
い
ま
す
か

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
次
の
点
に

@
消
火
対
策

つ
い
て
、
日
頃
の
行
動
を
も
う
一
度

消
火
の
用
意
が
し
て
あ
り
ま
す
か

ふ
り
か
え
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

@
た
ば
乙

@
電
気
穏
具

す
い
が
ら
の
始
末
は
完
全
で
す
か

ス
イ 

γ
チ
を
切
り
忘
れ
た
こ
と
は

@
石
油
ス
ト
ー
ブ

あ
り
ま
せ
ん
か

火
の
つ
い
た
ま
ま
も
ち
は
こ
ん
だ

@
ガ
ス
器
具
な
ど

り
給
油
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

ゴ
ム
管
が
長
す
ぎ
た
り
い
た
ん
だ

せ
ん
か

星

谷

上

勝

町

柑橘 (普通温州完熟期) 

収穫と入庫

前 月比引きつづき 収 穫 、 貯 蔵

が中心ととよります。次のことが

らに特に注意してく だ さ い 。

・長期貯蔵用果実は、上旬中に

終るのが望ましい の で 、 充 実

したものから優先的に採取す

る乙と。

・果実には、一切の傷を付けな 

いよう気をつける�  ζ と。


・長期貯蔵用巣実は，予措を強

めに行い、果重水分の 3- 4 
パーセントを蒸発させる。

※予措程度ぞ知るには、採取l直

後に 10果をはかり、� 1キログ

ラムあったとすれば、�  960グ

ラムになった時点が 4パーセン

ト減量した ζ とであ る 。 と の と

き 10果のしなびた程度を体得

し ておけば、どの 貯蔵庫にも適

用できる。

・予措終了後は声を閉め、阪、

排気 孔を あけ 、温度は 3- 5 
度� C、関係湿度は 80- 8 5， 

パーセントに保つこと。この

d、、� 

ご
結
婚
お
め
で
と
う

沼

江

阿

南

市

三

渓

那
賀
川
町

回生

江名 演渓

ため必ず庫内には温、湿度計

を備え付けるとと。 	  
を熟知して今 月 か ら �  1月末ま

2 	 害虫防除
でに行う乙と。

¥}  

・収穫後樹勢の回復 した頃(収 	
差是業センター� 

のときは�  95パ セント機械 子進 子雄 子次

油乳剤 7 0倍液を 散布する。

なお、乙のとき樹勢回復の促

吉
平

北
島

中

瀬

博

文

泉
原
利
恵
子

黒木 武谷穫後 10日程度)のカ イ ガ ラ
田下 市端

虫主体のときは、 復合マシン

油乳剤�  60倍液、ダニ類だけ 栄 英利 幸元

出泊 三 生生坂坂久生沼
江江渓名名;$.:本国名江

西

角

操

谷
上
一
好

谷

利

夫

杉
本
吉
男

片
山
泰
央

柳

田

敏

盤
原
康
仁

湊

俊

治

山
内
康
弘

鈴

木

紘

お
く
や
み
申
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

たlまこは 三三沼坂中中
渓渓江本角角

町内で
三中

山
口
市
美
(
刊
才
)

石
本
ヨ
シ
(
印
才
)

平
尾
マ
サ
ノ
(
的
才
)

瀬

戸

昇

(

糾

才

)

花
槻
タ
メ
(
河
才
)

神
田
ヒ
デ
ノ
(
伺
才
)

買いましょう 渓角

山鈴 北多
田木 井田

そお
 長長長長長長二長長長
女男女女男男男男男女

美

保

智

也
正

文

展

久

悦

尚
敏

文

頭
雄
古

由

香

光

樹
順

子

倫幸 国
子男 子清

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
火災を防ごう

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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け
、
束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

A
V

A
V

を
迎
え
ま
す
が
、
郵
便
局
へ
も
ふ
だ

ん
の
四
倍
も
の
郵
便
物
が
殺
到
し
ま

す。
つ
い
て
は
、
こ
の
郵
便
物
を
ス
ム

ー
ス
に
処
理
し
、
早
く
確
実
に
郵
便

物
を
お
届
け
す
る
た
め
、
次
の
点
に

ぜ
ひ
と
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

郵
便
番
号
は
正
し
く
は
っ
き
り
と

た
く
さ
ん
出
さ
れ
る
年
賀
状
も

郵
便
番
号
に
よ
り
、
機
械
を
は
じ

め
と
し
て
高
速
区
分
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
住
所
の
郵
便
番
号
も
お

忘
れ
な
く
お
願
い
し
ま
す
。

。
あ
て
名
は
番
地
・ 

0
0
方
・ 

0
0


号
室
ま
で
詳
し
く


年
賀
状
の
迷
い
子
は
、
毎
年
四

千
万
通
。
受
箱
や
表
札
に
つ
い
て

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
・
県
内
・
そ
の
他
あ
て
に
分

い
よ
い
よ
、
あ
わ
た
だ
し
い
歳
末

私
製
は
が
き
に
は
「
年
賀
」
の
朱

書
き
を

「
年
賀
」
の
表
示
が
な
い
と
、
元

旦
前
に
配
達
さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ

A
V

り
ま
す
。

。
小
包
の
包
装
は
し
っ
か
り
と

意
外
に
乙
わ
れ
る
小
包
が
多
い

中
野
鉄
工
が

連
続
優
勝

第
三
回
光
洋
情
工
グ
ル
ー
プ
軟
式


野
球
県
大
会
が
、
去
る
十
月
二
十
一


日
お
よ
び
十
一
月
十
一
日
の
二
日
間


光
洋
精
工
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、


中
野
鉄
工
が
決
勝
戦
で
強
豪
、
横
田


精
工
を
二
対
一
で
破
り
、
四
十
六
年


の
大
会
の
優
勝
に
続
き
連
続
優
勝
し


ま
し
た
。


中
野
鉄
工
は
勝
浦
町
の
誘
致
企
業

で
あ
り
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
面
に
お
い
て
も
町
内
外
で
活
摺
し

て
お
り
、
ま
た
、
会
社
の
生
産
、
売

小
包
は
十
五
日
ま
で

年
賀
状
は
二
十
二
日
ま
で
に

ー
勝
浦
郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ
|

I 
::... : 

場開-.j

出
葉
知
子
さ
ん

(
生
小
五
年
)

入
選 
-
h

し
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ド
」
で
、
県

下
各
"小
学
校
の
多
数
の
応
募
の
中

か
ら
、
出
葉
知
子
さ
ん
{
生
名
)
が

入
選
し
ま
し
た
。一幅


，、、ヘ

も
の
で
す
。
内
装
は
念
入
り
に
、

外
装
は
じ
よ
う
ぶ
な
紙
は
ど
で
つ

つ
み
、
ひ
も
は
十
字
型
以
上
に
、

ま
た
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
は
、
は
ず
れ

や
す
い
の
で
交
わ
る
と
こ
ろ
は
必

ず
結
び
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

上
お
よ
び
技
術
の
面
に
お
い
て
も
、

光
洋
精
工
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
に
あ
り
注
目
さ
れ
て
お
り
ま

す。連
続
優
勝
の
中
野
鉄
工
チ 

ム

r! ' 1....，'".:"~ ~ ，..~- 1".ミ 

色� 1 ''') " 
-.斗 ・・・・圃・隆司 k+>場、� 

..・・且4~噴融
.:1

a ョ・届温II"jl 

-
量� _ 

-

・・・・・・・・.'..，j画?右組・・・・..:� ""

横

瀬

平

山

ツ

ギ

ノ

中

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
が

小
、
中
学
校
生
を
対
象
に
募
集
し
て

い
た
「
昭
和
四
十
八
年
度
明
る
く
正

1

1 

一

勝

浦

一

剖

投

句

削

旧

日

誌

に 

=
一旬ハガ
キで
 

一
一

篠
勢
広
夫
(
都
景
)
ま
で

一

歌

壇

一

拍 

刊
誌
信
市
川
け
ど
一
一

一

連

結

構

近

く

工

事

が

進

む

ら

し

で

踏

み

た

し

生

き

そ

へ

て

一

横

瀬

山

口

満

月

一

一
折
り
触
れ
旅
を
楽
し
む
ゆ
と
り
持
ち
生
き
む
と
思
つ
函
館
の
夜
一

中

角

福

山

久

江

申
落
葉
掃
き
寄
せ
て
燃
や
せ
ば
音
立
て
て
絶
叫
に
似
し
炎
立
ち
舞
う
中

中

山

白

樫

白

露

一

一
薄
れ
行
く
視
力
ひ
た
す
句
秘
し
て
尚
家
事
守
る
庭
に
葉
鶏
頭
燃
ゆ
一

沼

江

大

岡

初

音

中

一
下
宿
せ
る
子
に
送
る
本
包
み
居
て
好
み
し
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も

一
つ
入

れ

お

一


横

瀬

中

田

ヤ

ス

ヱ

一


一
今
日
と
も
に
あ
り
し
命
を
愛
し
み
て
家
族
三
た

り

の

タ

鍋

と

と

の

う

一


中

角

西

照

子

理


一
街
あ
か
り
淡
き
石
橋
に
川
の
面
の
影
と
は
わ
か
ぬ
彬
を
見
て
居
り
一


生

名

自

草

モ

ト

子

町


一
事
な
き
し
日
々
守
る
和
の
奥
に
ふ
と
知
る
他
人
と
言
ふ
言
葉
な
る
壁
一


今

山

大

柳

治

代

一


一
ハ
ン
タ
ー
に
貰
い
し
鴨
は
数
日
を
経
た
る
を
惜
し
く
料
理
せ
ず
捨
つ
一


棚

野

太

田

正

平

一

一
開
庖
の
花
輪
並
び
て
其
の
中
の

一
一

輪

に

あ

る

選

挙

の

匂

い

一

横

瀬

稼

勢

広

英

一

一
印
肉
を
朱
々
指
紋
に
し
ま
せ
つ
つ
こ
こ
ま
で
来
し
我
が
決
意
を
お
も
ふ
一

v
u

-

mU

「
明
る
く
正
し
い
戸
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
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成 人式の挙行
と き 昭和�  49年� l月� 2 日

ところ 勝;南町住民福祉センター

乙
と
し
も
服
装
の
簡
素
化
を
呼
び

乙
と
で
あ
り
ま
す
。

な
っ
て
お
り
、

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い

，
協
力
に
よ
っ

て
「
質
素
な
も
の
」
と

ま
す
。新

成
人
と
し
て
社
会
に
第
一
歩
を

ふ
み
出
さ
れ
る
骸
当
者
は
、

。
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か
ら

二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
方

な
お
、
成
人
式
の
女
子
の
服
装
は
、

毎
年
「
華
美
な
服
装
の
追
放
運
動
」

と
町
民
の
み
な
注
ん
の
と
理
解
と
と

月
二
日
午
前
九
時
か
ら
住
民
福
祉
セ

昭
和
四
十
九
年
の
成
人
式
は
、
一

し

ま

す

。

教

育

委

員

会

か
け
て
お
り
ま
す
。
質
紫
さ
の
中
か

ら
も
厳
粛
で
窓
義
深
い
成
人
式
に
し

て
、
成
人
者
の
前
途
を
心
か
ら
祝
福

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ン
タ

ー
三
階
ホ 
l
ル
に
お
い
て
行
い

み
な
さ
ん
の
C
協
力
を
お
願
い
い
た

48年の成人式 町
民
の

|移動警察 |

今月の移動警察は11日です

女免許証の有効期限が切迫� (1か月以内)している方

*日時 12月11日 (火曜日)午後� 2時一� 4時

*場所 勝浦町役場� 2階第�  1会議室

*更新に必要なもの

(1)運転免許証� (2)写真� 1枚� (3)手数料� 

(4)住所を変更さ れた方は住民票

※免許証お受けとりください� 

11月12日に更新申請をされた方は、� 11日の移動箸

察と同時に町福祉センターで法規講習を行い、終了

後免許証をお渡ししますから、時間巌守(午後� 2時)

のうえ受講ください。

百日咳・ジフテリア・破傷風
の3種混合予防接種� 

食月日� 12月10日(月� )

*時間午後 l時30分一� 3時

場所勝浦病院小児科

-発熱、心臓病、 リンパ体質者、その他身体に異

常のある者

*母子手帳をご持参ください。

小児マヒ生ワクチン投与|

*月日 12月26日

*時間午後 1時30分一� 3時

切除場所 勝浦町住民福祉センター� 2階

女料金無料

女該当者

昭和47年� 1月� 1日から昭和48年� 1月31日までの

出生児またはそれ以前に生れたもので、� 2回の投

与を受けていない者(母子手帳32ぺージ をと覧く

ださ� L、。)

女投与を受けてはいけない者

・予防接種後� 1か月を経過していない者

・発熱者、心臓病、じん臓病、けいれん性体質者

およびリンパ体質の疑いがある者

*母子手帳をと持参く ださい。

老人風呂休みます|

農繁期のため、12月� 1日から� 5日まで休みます。

ただし、15日から 19日までは、従来どおり行います。i

年末事務にご協力を|-t
A〆
. ‘

.0.

食料金無料

*該当者 年末 ・年始の役場の事務は12月29日から来年の� 1

昭和48年� 2月� 1日から昭和48年� 7月31日までの 月� 3日まで休みます。

出生児 あわただしい年の瀬の仕事やお正月の準備などで

*接種を受ける乙とができない者 つい大事な書類、届出、登録等も忘れがちになりま

・ 「はしか」や他の予防接種後� 1か月を経過して す。

いない者 急ぐ用件、手続き等は早めにお済ませください。
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